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A会場（11月 28日（木）　1日目）

8：50～9：00 開会の辞

9：00～10：00 口演：失語症　病型� 座長：田中　春美（関西電力病院　リハビリテーション部）

1A1-1 左中大脳動脈M2　superior trunk 閉塞により
全失語と重度嚥下障害を呈した1例… …………………………………………………… 119
山本　真由美（やまもと　まゆみ）
市立砺波総合病院

1A1-2 語義聾を呈した症例の聴覚的理解における仮名書字の利用…………………………… 119
大石　斐子 1（おおいし　あやこ）、徳山　明子 2、西川　優紀 3、梶　兼太郎 4、
補永　薫 5,6、辻川　将弘 6

1 国際医療福祉大学成田保健医療学部言語聴覚学科、
2 東京湾岸リハビリテーション病院言語聴覚科、3 船橋二和病院リハビリテーション科、
4 国立病院機構東埼玉病院リハビリテーション科、
5 順天堂大学大学院医学研究科リハビリテーション医学、
6 東京湾岸リハビリテーション病院リハビリテーション科

1A1-3 左被殻出血により重度失語を呈した2例のSLTAの経過
－各モダリティーにおける比較検討－…………………………………………………… 120
梅木　祐子 1（うめき　ゆうこ）、諏訪　美幸 1、能登谷　晶子 2、薮越　文佳 3、
川北　慎一郎 4

1 恵寿総合病院　リハビリテーション部　言語療法課、
2 京都先端科学大学　健康医療学部、3 公立能登総合病院　リハビリテーション部、
4 恵寿総合病院　リハビリテーション科

1A1-4 書字表出が一部可能となった重度ブローカ失語を呈した脳梗塞の一症例…………… 120
西村　美貴子 1（にしむら　みきこ）、黒木　康 1、佐々木　浩文 1、濱田　博文 1,2、
松下　兼一 1,2

1 クオラリハビリテーション病院、2 クオラリハビリテーション病院あいら

1A1-5 深層失語の1例に対する発現機序の検討… ……………………………………………… 121
大森　智裕 1（おおもり　ともひろ）、浦野　雅世 2、三村　將 3

1 川越リハビリテーション病院　リハビリテーション部、
2 横浜市立脳卒中・神経脊椎センター　リハビリテーション部、
3 慶應義塾大学医学部精神・神経科学教室

1A1-6 失読・失書を主訴とした伝導失語の一例………………………………………………… 121
田中　尚 1（たなか　ひさし）、新原　未菜美 1、前田　理沙 1、吉村　政樹 2

1 八尾徳洲会総合病院リハビリテーション科、2 八尾徳洲会総合病院脳神経外科
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10：00～12：00 ワークショップ：若きセラピスト大いに語る
　　 司会：椿原　彰夫（川崎医療福祉大学）
　　　　　小嶋　知幸（武蔵野大学大学院人間社会研究科/市川高次脳機能障害相談室）

WS-1 この外国語様発話は何に由来するものか
－Foreign accent syndromeについての一考察－……………………………………80
内山　良則（うちやま　よしのり）
大阪市立総合医療センターリハビリテーション科 /
大阪保健医療大学大学院保健医療学研究科

WS-2 視床失語とは何か－視床に特異的な注意機能と喚語の関係を考える－…………………81
中島　明日佳（なかじま　あすか）
足利赤十字病院　リハビリテーション科

WS-3 頭頂弁蓋部損傷による体性感覚障害…………………………………………………………82
花田　恵介（はなだ　けいすけ）
穂翔会村田病院リハビリテーション部

WS-4 パーキンソン病患者のすくみ足における内的リズム形成障害と遂行機能の関連………83
木村　大輔（きむら　だいすけ）
川崎医療福祉大学リハビリテーション学部理学療法学科

14：00～15：00 会長講演� 司会：田川　皓一（医療法人　順和　長尾病院　高次脳機能センター）

PL 患者さんと語り続けた40年… ………………………………………………………………76
松田　実（まつだ　みのる）
清山会医療福祉グループ顧問 /いずみの杜診療所

15：00～16：00 特別企画1：山鳥論文を読む� 司会：河村　　満（奥沢病院）

SP1-1 山鳥先生に学ぶ：言葉のふしぎ………………………………………………………………86
大槻　美佳（おおつき　みか）
北海道大学大学院保健科学研究院

SP1-2 Palpatory apraxia( 触知失行 ) の今日的意味
Palpatory apraxia. Yamadori A. European Neurology 21：277-283, 1982………87
鈴木　匡子（すずき　きょうこ）
東北大学大学院医学系研究科高次機能障害学
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16：00～18：00 特別企画2：とっておきの蔵出し症例
　　　　　　　　　　　　　司会：福武　敏夫（亀田メディカルセンター　脳神経内科）
　　　　　　　　　　　　　　　 船山　道隆（足利赤十字病院　精神神経科）

SP2-1 左被殻出血の5年後，脳梁病変により純粋語聾を呈した一例… …………………………90
菊池　雷太（きくち　らいた）
汐田総合病院

SP2-2 身体パラフレニア（SP) を呈した左半球損傷の1例（第2報）… ………………………91
藤田　邦子（ふじた　くにこ）
有馬温泉病院言語療法科

SP2-3 語義失語再考……………………………………………………………………………………92
小森　憲治郎（こもり　けんじろう）
十全ユリノキ病院

SP2-4 クロイツフェルド・ヤコブ病により自己身体部位失認および
着衣障害を呈した1症例… ……………………………………………………………………93
田村　至（たむら　いたる）
北海道医療大学リハビリテーション科学部言語聴覚療法学科
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B会場（11月 28日（木）　1日目）

9：00～9：40 口演：機能画像①� 座長：小林　俊輔（福島県立医科大学　神経内科学講座）

1B1-1 成人の健常加齢と高次脳機能における脳形態解析 (VBM)……………………………… 125
水野　聡美 1（みずの　さとみ）、前澤　聡 2,3、バガリナオ　エピファニオ 2、
大嶽　れい子 2,4、川畑　和也 2,4、原　一洋 2,4、渡辺　宏久 2,5、祖父江　元 2,6

1 名古屋医療センター　リハビリテーション科、
2 名古屋大学　脳とこころの研究センター、3 名古屋大学　脳神経外科、
4 名古屋大学　脳神経内科、5 藤田医科大学　脳神経内科、6 愛知医科大学

1B1-2 MEGによる右利き右側脳損傷症例の音声言語機能の検討……………………………… 125
河野　寛一 1（かわの　ひろかず）、本田　美和 1、林田　雅子 1、木村　祐二 1、
下堂薗　恵 2、苅安　誠 3

1 潤和会記念病院リハビリテーション科、
2 鹿児島大学大学院医歯学総合研究所リハビリテーション医学、
3 京都先端科学大学健康医療学部言語聴覚学科

1B1-3 MEGによる左側頭葉先端部の機能検討…………………………………………………… 126
河野　寛一 1（かわの　ひろかず）、本田　美和 1、迫田　京佳 1、下堂薗　恵 2、
苅安　誠 3

1 潤和会記念病院リハビリテーション科、
2 鹿児島大学大学院医歯学総合研究科リハビリテーション医学、
3 京都先端科学大学健康医療学部言語聴覚学科

1B1-4 NIRSを用いた小脳障害患者における前頭葉課題中の脳活動変化の検討…………… 126
齊田　和哉 1（さいた　かずや）、緒方　利安 2、渡邊　淳子 1、坪井　義夫 2、
井上　亨 3、鎌田　聡 1、森下　登史 3

1 福岡大学病院　リハビリテーション部、2 福岡大学医学部　神経内科、
3 福岡大学医学部　脳神経外科

9：45～10：25 口演：発話の障害①� 座長：吉野眞理子（筑波大学大学院）

1B2-1 母音の置換を主体とした発語失行例の発話分析………………………………………… 127
中村　仁美 1（なかむら　ひとみ）、宮崎　泰広 1,2、田中　春美 1、惠飛須　俊彦 2,4、
濱野　利明 3、上原　尚子 3

1 関西電力病院　リハビリテーション部、
2 関西電力医学研究所　リハビリテーション医学研究部、3 関西電力病院　脳神経内科、
4 関西電力病院　リハビリテーション科

1B2-2 歪みや音の連結不良はなく、構音の型の想起が困難であった1例
－発語失行といえるか－…………………………………………………………………… 127
川島　広明 1（かわしま　ひろあき）、船山　道隆 2、中島　明日佳 1、稲葉　貴恵 1、
中村　智之 1、黒崎　修平 1

1 足利赤十字病院　リハビリテーション科部、2 足利赤十字病院　神経精神科
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1B2-3 右半球損傷にて発語失行・発声障害・失文法的発話を呈した矯正右利きの一例…… 128
平野　綾 1（ひらの　あや）、松田　実 2

1 仙台東脳神経外科病院　リハビリテーション室、2 いずみの杜診療所

1B2-4 純粋失構音にみられたアクセント異常～出力モダリティによる差異の検討～……… 128
大門　正太郎 1（だいもん　しょうたろう）、小林　育美 1、大槻　美佳 2

1 クラーク病院、2 北海道大学大学院　保健科学研究院

10：25～11：05 口演：発話の障害②
　　　　　　　　　　　座長：藤原加奈江（東北文化学園大学　医療福祉学部　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リハビリテーション学科言語聴覚学専攻）

1B3-1 左中心前回梗塞後に発症した純粋発語失行と左中心後回梗塞後に発症した
発語失行における構音の誤りの比較……………………………………………………… 129
三谷　尚子 1（みたに　なおこ）、角元　利行 2、清水　崇紘 2、杉本　泉 3、
松本　英之 4、櫻井　靖久 4

1 三井記念病院　リハビリテーション部、2 東京大学　神経内科、
3 虎の門病院分院　神経内科、4 三井記念病院　神経内科

1B3-2 左皮質下損傷によって生じた「構音の歪み」の発現機序の検討……………………… 129
高倉　祐樹 1（たかくら　ゆうき）、大槻　美佳 1、中川　賀嗣 2、三浦　祐一 3、
杉原　俊一 4

1 北海道大学大学院　保健科学研究院、2 北海道医療大学　リハビリテーション科学部、
3 医療法人喬成会　花川病院　リハビリテーション部、
4 医療法人秀友会　札幌秀友会病院　リハビリテーション科

1B3-3 群研究による口部顔面失行と発語失行の関係性の検討………………………………… 130
坂部　泰治 1（さかべ　たいじ）、田代　浩之 1、松田　梓 1、田中　茉里江 1、
山本　詠一 1、田中　督 1、藤井　加奈江 1、藤田　光沙 1、和田　岳 1、
立川　愛子 1、藤村　美祐 1、中村　光 2

1 徳山リハビリテーション病院リハビリテーション科、
2 岡山県立大学　保健福祉学部　保健福祉学科

1B3-4 運動障害性構音障害患者の復唱、音読、会話の発話明瞭度の差と
認知機能の関連……………………………………………………………………………… 130
服部　恵理子（はっとり　えりこ）、森田　秋子、小林　瑞穂
医療法人珪山会　鵜飼リハビリテーション病院

11：05～11：45 口演：発話の障害③
� 座長：能登谷晶子（京都先端科学大学　健康医療学部　言語聴覚学科）

1B4-1 Speech Production Model の概念化過程へのアプローチにより
会話に改善のみられた失語症例…………………………………………………………… 131
田中　敦 1（たなか　あつし）、内門　ひさみ 1、竪山　綾夏 1、青野　麻耶 1、
今村　沙弥香 1、飯干　紀代子 2

1 医療法人厚生会小原病院　リハビリテーション科、2 志學館大学人間関係学部
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1B4-2 ペーシングボードにより発話の改善を認めた左前頭葉皮質下出血の一例…………… 131
静　智弘（しずか　ともひろ）、梅本　真理子
公立那賀病院　リハビリテーション科

1B4-3 自発話において発話停止を呈した脳梗塞後の1例
‐不安、強迫性障害との観点から‐……………………………………………………… 132
村田　和人 1（むらた　かずと）、前田　順子 1、廣島　真柄 1、齊藤　隆之 1、
大森　智裕 2、清塚　鉄人 3、岩本　康之介 3、小嶋　知幸 4

1 三宿病院　リハビリテーション科、
2 川越リハビリテーション病院　リハビリテーション科、3 三宿病院　神経内科、
4 市川高次脳機能障害相談室

1B4-4 流暢な発話と非流暢な発話が混在する島を含む後方病変の失語症例………………… 132
東　優奈 1（あずま　ゆうな）、吉野　眞理子 2

1 医療法人敬愛会　リハビリテーション天草病院、
2 筑波大学大学院人間総合科学研究科生涯発達専攻

12：00～12：50 ランチョンセミナー1
� 司会：伊関　千書（国立大学法人　山形大学医学部　内科学第三講座　神経学分野）

LS1 認知症診療における核医学検査の有効性
馬場　徹（ばば　とおる）
独立行政法人国立病院機構　仙台西多賀病院　脳神経内科

共催：日本メジフィジックス株式会社

16：00～17：00 口演：失語症　経過・支援
� 座長：立石　雅子（目白大学　保健医療学部　言語聴覚学科）

1B5-1 失語症友の会提言の計量テキスト分析とその経年変化………………………………… 133
原山　秋（はらやま　しゅう）、種村　純
川崎医療福祉大学　リハビリテーション学部　言語聴覚療法学科

1B5-2 身体障害を伴わない失語症者に対する支援の必要性…………………………………… 133
種村　純 1（たねむら　じゅん）、伊澤　幸洋 2、園田　尚美 3、平澤　哲也 4、
安居　和輝 5、植谷　利英 1,5、太田　信子 1、椿原　彰夫 1、中島　八十一 6

1 川崎医療福祉大学リハビリテーション学部言語聴覚療法学科、2 福山市立大学、
3 日本失語症協議会、4 訪問言語聴覚士、
5 ことばの道デイサービス、6 長野保健医療大学

1B5-3 西多摩医療圏域における失語症啓発活動の一例
～高次脳機能障害支援センター・失語症友の会・ST会の協同～……………………… 134
木村　茂 1（きむら　しげる）、藤原　みどり 2、宮脇　一紀 3、水葉　貴之 4、
工藤　美和 3,5、進藤　晃 3,5

1 医療法人社団静実会　ないとうクリニック複合サービスセンター、2 あきる野こーゆう、
3 医療法人財団利定会　大久野病院、4 医療法人社団三秀会　青梅三慶病院、
5 西多摩高次脳機能障害支援センター
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1B5-4 後天性小児失語例の言語力に関する自己認識と学習の実態についての調査…………… 134
阿部　彩花 1,2（あべ　あやか）、大畑　秀央 1、北條　具仁 1、浦上　裕子 1,3、
幕内　充 4

1 国立障害者リハビリテーションセンター病院　リハビリテーション部　言語聴覚療法、
2 国立障害者リハビリテーションセンター　自立支援局　秩父学園、
3 国立障害者リハビリテーションセンター病院　第 1診療部　精神科、
4 国立障害者リハビリテーションセンター　研究所　脳機能系障害研究部

1B5-5 発症後22ヶ月時に呼称能力に大きな改善を認めた
若年重度失語症例の長期経過……………………………………………………………… 135
原　未来 1（はら　みき）、中川　良尚 1、笹嶋　侑子 1、近藤　郁江 1、岩佐　香菜美 1、
木下　結理 1、佐野　洋子 1、船山　道隆 2、山谷　洋子 3、加藤　正弘 3

1 江戸川病院　リハビリテーション科、2 足利赤十字病院　神経精神科、
3 江戸川病院　神経内科

1B5-6 「空白の期間」の多職種訪問指導によって、言語の維持と
介護保険導入に至った意味性認知症患者の一例………………………………………… 135
堀田　牧 1（ほった　まき）、鈴木　麻希 2、末廣　聖 1、奥谷　光 1、永田　優馬 1、
宮脇　英子 1、橋本　衛 2、池田　学 1

1 大阪大学大学院医学系研究科精神医学教室、
2 大阪大学大学院連合小児発達学研究科　行動神経学・神経精神医学

17：00～18：00 口演：失語症　検査・治療� 座長：種村　　純（川崎医療福祉大学）

1B6-1 アウェアネスへのアプローチで、著明な改善を認めた一例…………………………… 136
星野　奈津（ほしの　なつ）、出世　富久子、淺野　ふみ、山上　裕子、堤　智可
昭和大学藤が丘リハビリテーション病院

1B6-2 経頭蓋直流電気刺激 (tDCS) による失語症の呼称改善… ……………………………… 136
井原　綾 1（いはら　あや）、種村　純 2、宮崎　彰子 3、八木　真美 3、
伊澤　幸洋 4,5、高山　みざき 5、池野　雅裕 2、戸田　敦氏 2、花山　耕三 6、
椿原　彰夫 2、平岡　崇 6、安永　雅 6

1（国研）情報通信研究機構、2 川崎医療福祉大学　リハビリテーション学部、
3 川崎医科大学附属病院　リハビリテーションセンター、4 福山市立大学　教育学部、
5 岡山リハビリテーション病院、6 川崎医科大学　リハビリテーション医学教室

1B6-3 喚語困難を伴う伝導失語例に対する音韻構成分析
（Phonological Component Analysis：PCA）訓練の効果……………………… 137
小山　健太 1（こやま　けんた）、唐澤　健太 2

1 札幌渓仁会リハビリテーション病院　臨床統括センター、
2 リハビリテーション天草病院　リハビリテーション科

1B6-4 小学生における呼称能力評価と検討－標準失語症補助検査 (呼称 ) を用いて－……… 137
内山　千鶴子（うちやま　ちづこ）、小村　雪希子、須賀　純菜
目白大学保健医療学部言語聴覚学科
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1B6-5 iPad を利用した標準失語症検査 (SLTA) データベースの
更なる改良点について……………………………………………………………………… 138
七條　文雄 1,2,3,4（しちじょう　ふみお）
1 成美会　鈴江病院　脳神経外科、2 徳寿会　鴨島病院　脳神経外科、
3 久仁会　鳴門山上病院　脳神経外科、4 慈友会　ライフクリニック　脳神経外科

1B6-6 メモリーブック作成が有効であった慢性期重度運動性失語の１症例………………… 138
大高　明夫（おおたか　あきお）、前島　ちか、隅谷　政
和歌山県立医科大学附属病院紀北分院リハビリテーション科

18：15～19：25 特別企画3：症例検討の夕べ1
　　　 司会：目黒　祐子（東北医科薬科大学病院　リハビリテーション部）
　　　　　　浦野　雅世（横浜市立脳卒中・神経脊椎センター　リハビリテーション部）

SP3-1-1 語に選択的な二方向性障害を呈した脳腫瘍の1例… ………………………………………96
阪下　英代 1（さかした　ふさよ）、近藤　正樹 1,2、三上　靖夫 1,3

1 京都府立医科大学付属病院　リハビリテーション部、
2 京都府立医科大学大学院医学研究科　神経内科学、
3 京都府立医科大学大学院医学研究科　リハビリテーション医学

SP3-1-2 非失語性呼称錯誤と考えられた左視床梗塞の1例… ………………………………………97
稲富　雄一郎 1（いなとみ　ゆういちろう）、ナクラ　早都子 2、中島　誠 3、
米原　敏郎 1

1 済生会熊本病院　脳神経内科、2 済生会熊本病院　リハビリテーション部、
3 熊本大学　脳神経内科
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C会場（11月 28日（木）　1日目）

9：00～10：00 神経心理学入門　教育セミナー1：失語のみかた
� 司会：北條　　敬（社会医療法人　松平病院）

ES1 失語のみかた
佐藤　睦子（さとう　むつこ）
総合南東北病院　神経心理学研究部門

10：00～11：00 神経心理学入門　教育セミナー2：失行のみかた
� 司会：三宅　裕子（地域活動支援センター　すももクラブ/中尾クリニック）

ES2 失行のみかた
二村　明徳（ふたむら　あきのり）
昭和大学医学部内科学講座　脳神経内科学部門

11：00～12：00 神経心理学入門　教育セミナー3：失認のみかた
� 司会：緑川　　晶（中央大学文学部　人文社会学科　心理学専攻）

ES3 失認の症候と診方
佐藤　正之（さとう　まさゆき）
三重大学大学院医学系研究科　認知症医療学講座

12：00～12：50 認知症セミナー1
� 司会：山崎　英樹（清山会医療福祉グループ代表/いずみの杜診療所）

DS1 認知症の診かた～実践的な認知機能検査の適応について～
長濱　康弘（ながはま　やすひろ）
かわさき記念病院

共催：清山会医療福祉グループ

16：00～17：00 口演：高次脳機能障害の支援
� 座長：中島八十一（国立障害者リハビリテーションセンター、長野保健医療大学）

1C1-1 高次脳機能障害者の高齢化に伴う課題に対する支援研究……………………………… 141
浦上　裕子（うらかみ　ゆうこ）
国立障害者リハビリテーションセンター病院　リハビリテーション部

1C1-2 頭蓋内疾患発症から高次脳機能障害の診断に至るまでの期間の解析………………… 141
藤盛　寿一 1,5（ふじもり　じゅいち）、菊池　大一 1,5、遠藤　実 2、渡邉　裕志 3、
目黒　祐子 4,5、中島　一郎 1

1 東北医科薬科大学病院　脳神経内科、2 仙台厚生病院、3 仙台リハビリテーション病院、
4 東北医科薬科大学病院　リハビリテーション部　言語心理部門、
5 東北医科薬科大学病院　高次脳機能障害支援センター
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1C1-3 高次脳機能障害（行政的定義）を背景とした日常生活上の困難さについての
ICF分類に基づく調査研究… ……………………………………………………………… 142
安部　恵理子 1（あべ　えりこ）、吉野　眞理子 2、四ノ宮　美惠子 1

1 国立障害者リハビリテーションセンター　自立支援局、
2 筑波大学大学院　人間総合科学研究科

1C1-4 二次医療圏ごとの高次脳機能障害支援充実の方策について…………………………… 142
川上　寿一 1（かわかみ　じゅいち）、田邊　陽子 2、小西川　梨沙 2、三田村　麻奈 2、
宮川　和彦 2、平井　昭代 3、中井　秀昭 4、金子　秀明 5、島田　司巳 6

1 滋賀県立リハビリテーションセンター、
2 社会福祉法人グロー　滋賀県高次脳機能障害支援センター、
3 滋賀県立精神医療センター、4 滋賀県健康医療福祉部健康寿命推進課、
5 社会福祉法人さわらび福祉会、6 滋賀県立障害者総合診療所

1C1-5 認知症のある人の生活困難事例における神経心理学的考察…………………………… 143
矢野　真沙代 1（やの　まさよ）、筧　裕介 2、堀田　聰子 1

1 慶應大学大学院健康マネジメント研究科（認知症未来共創ハブ）、
2NPO法人イシュープラスデザイン（認知症未来共創ハブ）

1C1-6 青年期高次脳機能障害者へのOOVLを用いた進路における意思決定支援…………… 143
西村　紀子 1,2（にしむら　のりこ）、内橋　恵 3

1 矢木脳神経外科病院、2NPO法人 Re ジョブ大阪、3 甲南女子大学　看護研究科

17：00～17：40 口演：就労支援� 座長：深津　玲子（国立障害者リハビリテーションセンター　学院）

1C2-1 脳卒中患者の職業復帰に向けた課題～現職復帰2週間後に退職した症例～… ……… 144
山崎　華夏（やまざき　はるか）、杉山　あや
イムス板橋リハビリテーション病院　リハビリテーション科

1C2-2 高次脳機能障害者支援における就労支援事業所のニーズ……………………………… 144
原　麻理子 1（はら　まりこ）、前田　眞治 2、和田　明美 3、菅原　光晴 4、
山本　潤 5、近藤　智 6

1 国際医療福祉大学　福岡保健医療学部　作業療法学科、
2 国際医療福祉大学大学院　リハビリテーション学分野、
3 福岡市立心身障がい福祉センター、4 清伸会　ふじの温泉病院、
5 国際医療福祉大学　小田原保健医療学部、6 厚木市立病院　リハビリテーション技術科

1C2-3 心理職が関与した高次脳機能障害者の就労状況について……………………………… 145
野路井　未穂 1（のじい　みほ）、玉井　創太 1、緑川　晶 1,3、白井　理水 1、
上野　未由希 1、高岡　徹 2

1 横浜市総合リハビリテーションセンター機能訓練課、
2 横浜市総合リハビリテーションセンターリハビリテーション科、3 中央大学文学部

1C2-4 環境騒音下における作業効率の改善への試み…………………………………………… 145
松本　英之 1（まつもと　ひでゆき）、佐藤　淳貴 1、堀内　賀子 1、中村　晴江 1、
杉田　正夫 2

1 医療法人慈光会甲府城南病院　言語聴覚療法科、
2 医療法人慈光会甲府城南病院　脳神経外科
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18：15～19：25 特別企画3：症例検討の夕べ2
　　　　 司会：村井　俊哉（京都大学医学部附属病院　精神科）
　　　　　　　西川　　隆（奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科）

SP3-2-1 両手間で異なる失書、数の障害を認めた脳室中枢神経細胞腫術後の一例………………98
坂上　知津（さかうえ　ちづ）
医療法人大植会葛城病院　リハビリテーション部　言語療法課

SP3-2-2 原発性で進行性の経過を示した道順障害の一例……………………………………………99
末廣　聖 1（すえひろ　たかし）、森　悦朗 2、鈴木　麻希 2、吉山　顕次 1、
佐藤　俊介 3、東　眞吾 4、松本　拓也 1、梅田　寿美代 1、欠田　恭輔 1、
仲谷　佳高 1、池田　学 1

1 大阪大学大学院医学系研究科　精神医学教室、
2 大阪大学大学院連合小児発達科　行動神経学・神経精神医学寄附講座、
3 大阪急性期総合医療センター　精神科、4 水間病院　精神科
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D会場（11月 28日（木）　1日目）

9：00～9：50 口演：神経疾患①
� 座長：橋本　　衛（大阪大学大学院　行動神経学・神経精神医学寄附講座）

1D1-1 パーキンソン病における社会的認知機能－他者心情の理解からの検討－…………… 149
市川　有香 1（いちかわ　ゆか）、藤田　郁代 2

1 国際医療福祉大学病院　リハビリテーション室、
2 国際医療福祉大学大学院医療福祉学研究科

1D1-2 動きの視覚認知に障害を呈したposterior cortical atrophyの一例……………… 149
鈴木　麻希 1（すずき　まき）、末廣　聖 2、垰夲　大喜 2、吉山　顕次 2、平山　和美 3、
池田　学 2、森　悦朗 1

1 大阪大学大学院連合小児発達学研究科行動神経学・神経精神医学寄附講座、
2 大阪大学大学院医学系研究科精神医学教室、3 山形県立保健医療大学作業療法学科

1D1-3 開口障害を主症状とする摂食嚥下障害を呈した若年性ADについて… ……………… 150
北村　伊津美 1（きたむら　いづみ）、矢守　麻奈 2、谷本　佳弘 1、池田　学 3

1 医療法人　仁康会　老人保健施設　桃源の郷、
2 県立広島大学　保健福祉学部　コミュニケーション障害学科、
3 大阪大学大学院医学系研究科精神医学分野

1D1-4 自己鏡像認知の障害と雑誌に向かって話す症状を呈した
アルツハイマー型認知症の一例…………………………………………………………… 150
大沢　愛子 1（おおさわ　あいこ）、前島　伸一郎 2、荒井　秀典 1

1 国立長寿医療研究センター、2 金城大学

1D1-5 バウムテスト2枚法による行動・心理解析がケアプラン作成に有用であった
行動障害型前頭側頭型認知症の2症例… ………………………………………………… 151
橋本　学（はしもと　まなぶ）、西　真樹子、山下　貴史、杠　岳文
国立病院機構　肥前精神医療センター

10：00～11：00 口演：神経疾患②
� 座長：丹治　和世（公益財団法人　神経研究所附属　晴和病院　精神科）

1D2-1 課題特異性ジストニアにより食事、整容動作に困難を呈した症例に
上肢装具を利用した作業療法の試み……………………………………………………… 151
稲田　雅也 1（いなだ　まさなり）、山岸　誠 1、中村　健 2

1 横浜市立大学附属病院　リハビリテーション部、
2 横浜市立大学医学部リハビリテーション科学教室

1D2-2 高次脳機能評価をし得た成人発症の白質消失病の一例………………………………… 152
小山田　由依 1（こやまだ　ゆい）、中野　江美 1、下甫木　猛 1、平松　有 2

1 社会医療法人恒心会おぐら病院　リハビリテーション部、
2 鹿児島大学病院　脳神経内科
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1D2-3 認知症疑いによる受診により晩発性皮質性小脳萎縮症の診断に至った1例… ……… 152
大類　基史 1（おおるい　もとし）、山本　悌司 2、高谷　了 1

1 社会医療法人孝仁会星が浦病院　リハビリテーション部、2 総合南東北病院

1D2-4 抗NMDA受容体脳炎の緩徐回復期における高次脳機能障害に関する
経時的検討…………………………………………………………………………………… 153
塩田　智（しおた　とも）、江浦　信之、形岡　博史、杉江　和馬
奈良県立医科大学　脳神経内科

1D2-5 寛解期に注意障害と記憶障害を認めた橋本脳症の1例… ……………………………… 153
原田　しずか 1,2（はらだ　しずか）、稲富　雄一郎 2、中島　誠 1、米原　敏郎 2

1 熊本大学病院　脳神経内科、2 済生会熊本病院　脳神経内科

1D2-6 ハンチントン病が疑われた1例の高次脳機能障害について… ………………………… 154
芦塚　あおい 1,2（あしづか　あおい）、小川　慈 2、西中　和人 2、池尻　義隆 2

1 大阪河﨑リハビリテーション大学言語聴覚学科、2 一般財団法人　住友病院

11：10～11：50 口演：前頭葉症状� 座長：山口　修平（島根県　病院局）

1D3-1 前頭葉関連症状とモラル低下を呈した症例に対する社会復帰支援の一考察…………… 154
中島　裕也 1,5（なかじま　ゆうや）、川端　香 2,5、杉本　志保理 1,5、富澤　俊介 3、
小林　康孝 4,5

1 福井総合クリニック　作業療法室、2 福井医療大学　作業療法学専攻、
3 福井総合クリニック　言語聴覚療法室、4 福井総合病院　リハビリテーション科、
5 福井県高次脳機能障害支援センター

1D3-2 意欲低下・注意障害症例に対する作業を通した介入経験……………………………… 155
永野　達郎 1（ながの　たつろう）、高瀬　憲作 2

1 徳島県立海部病院　リハビリテーション技術科、
2 徳島県立中央病院　急性期リハビリテーション科

1D3-3 右大脳基底核病変患者における流暢性の障害特性……………………………………… 155
中山　徹耶 1（なかやま　てつや）、藤田　郁代 2

1 国際医療福祉大学塩谷病院　リハビリテーション室、
2 国際医療福祉大学大学院　医療福祉学研究科

1D3-4 他人の手兆候をはじめとする前頭葉症状を呈した症例への理学療法の一考察……… 156
外舘　洸平 1,2（とだて　こうへい）、牧野　美里 2、高見　彰淑 2

1 総合リハビリ美保野病院　リハビリテーション科、
2 弘前大学大学院保健学研究科　総合リハビリテーション科学領域

12：00～12：50 ランチョンセミナー2� 司会：小林　俊輔（福島県立医科大学附属病院　脳神経内科）

LS2 高次脳機能障害における画像診断の活用～神経変性疾患を中心に～
川勝　忍（かわかつ　しのぶ）
福島県立医科大学　会津医療センター　精神医学講座

共催：富士フイルム 富山化学株式会社
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16：00～17：00 口演：読み書き障害①� 座長：井堀　奈美（川崎協同病院　リハビリテーション科）

1D4-1 文字－音韻変換過程を障害機序と想定する音韻性失読の一例………………………… 156
吉山　つたえ 1（よしやま　つたえ）、水田　秀子 1、近藤　正樹 2

1 藤井会リハビリテーション病院　リハビリテーション部、
2 京都府立医科大学大学院　神経内科学

1D4-2 漢字に選択的な音韻失読と考えられた一症例…………………………………………… 157
上間　清司 1（うえま　しんじ）、橋本　幸成 2、三盃　亜美 3、宇野　彰 4

1 イムス板橋リハビリテーション病院　リハビリテーション科、
2JCHO熊本総合病院　リハビリテーション部、3 大阪教育大学教育学部、
4 筑波大学人間系

1D4-3 英語のみのディスレクシアを呈した一例………………………………………………… 157
丹治　和世 1,2（たんじ　かずよ）、加藤　進昌 2

1 山形県立こころの医療センター、2 昭和大学発達障害医療研究所

1D4-4 左外側後頭回の皮質下出血による逐字読みを伴う失読失書…………………………… 158
櫻井　靖久 1（さくらい　やすひさ）、古川　恵美 2、栗原　正典 3、三谷　尚子 4、
杉本　泉 5

1 三井記念病院　神経内科、2 東京大学　腎臓内科、3 東京大学　脳神経内科、
4 三井記念病院　リハビリテーション部、5 虎の門病院　神経内科

1D4-5 軽度仮名音読障害の発症機序の検討……………………………………………………… 158
遠藤　佳子 1（えんどう　けいこ）、飯塚　統 2、菅野　重範 2、鈴木　匡子 2

1 東北大学病院　リハビリテーション部、
2 東北大学大学院医学系研究科高次機能障害学

1D4-6 超皮質性感覚失語と失読失書で発症し、仮名優位の失読に移行した
70歳女性例…………………………………………………………………………………… 159
関　美沙（せき　みさ）、吉澤　浩志、畠中　淳、福嶋　直弥、星野　岳郎、
白井　優香、北川　一夫
東京女子医科大学　脳神経内科

17：00～17：50 口演：読み書き障害②� 座長：櫻井　靖久（三井記念病院　神経内科）

1D5-1 左中前頭回前方部，一部下前頭回に病巣が及ぶ純粋失書
―特殊音節と漢字の失書を呈した1例―… ……………………………………………… 159
青木　健太 1（あおき　けんた）、塚本　能三 2、上野　未乃里 1、坊垣　成紀 1、
長友　勇樹 1、田村　彩乃 1、野口　晴加 1、大丸　帆奈 1、末本　浩基 3

1 医療法人裕紫会中谷病院言語聴覚療法科、
2 大和大学保健医療学部総合リハビリテーション学科、3 医療法人裕紫会中谷病院内科

1D5-2 漢字の文字入力辞書障害例の実在性について
―同音擬似語を含む語彙性判断課題を用いて―………………………………………… 160
橋本　幸成 1（はしもと　こうせい）、三盃　亜美 2、上間　清司 3、宇野　彰 4

1JCHO熊本総合病院　リハビリテーション部、2 大阪教育大学　教育学部、
3 イムス板橋リハビリテーション病院　リハビリテーション科、4 筑波大学　人間系
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1D5-3 失語症改善後もタイピング障害が残存した症例の経過と考察………………………… 160
青木　寛成 1（あおき　ひろなり）、小泉　智枝 1、平井　亜紀子 1、今薗　幸恵 1、
岩村　晢 2

1 北原国際病院　リハビリテーション科、
2 北原リハビリテーション病院　リハビリテーション科

1D5-4 左角回梗塞により失書・失算・タイピング障害を起こし、
両側中前頭回の血流低下を呈した症例…………………………………………………… 161
前田　憲吾（まえだ　けんご）、山本　寛、白石　智順、植村　江里子
国立病院機構東近江総合医療センター　神経内科

1D5-5 左後頭 -頭頂葉を中心とした深部白質の脳出血により漢字優位の純粋失書を
呈した一例…………………………………………………………………………………… 161
有賀　理恵子 1（あるが　りえこ）、田口　智朗 2、田中　良 1、児玉　貴弘 1、
山口　舞衣 1、藤本　基秋 3

1 天理よろづ相談所病院　リハビリセンター、2 天理よろづ相談所病院　脳神経内科、
3 天理よろづ相談所病院　脳神経外科
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E会場（11月 28日（木）　1日目）

9：00～9：40 口演：記憶障害①
　　　　　　　　　　　　　　座長：月浦　　崇（京都大学大学院　人間・環境学研究科　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　認知・行動科学講座　認知科学分野）

1E1-1 もの忘れや認知症の人向けのAssistive Technology を健常高齢者に伝える
“もの忘れアドバイザー”の養成…………………………………………………………… 165
安田　清 1,2,3（やすだ　きよし）、川村　悠 4、露崎　雄太 4、潮　礼佳 1、菅野　央倫 1

1NPO法人一歩一歩、2 大阪工業大学情報科学部、3 京都府立医科大学精神医学教室、
4 医療法人社団淳英会おゆみの中央病院リハビリテーション部

1E1-2 頭蓋内胚腫により高次脳機能障害を呈した一例………………………………………… 165
川上　勝也 1,3（かわかみ　かつや）、丹野　麻衣子 1、梅森　拓磨 1、渡辺　基 2、
吉畑　博代 3、山本　洋平 4、渡邉　修 5、濱田　万弓 5、小林　一成 5、安保　雅博 5

1 東京慈恵会医科大学葛飾医療センター　リハビリテーション科、
2 東京慈恵会医科大学附属病院　リハビリテーション科、
3 上智大学大学院言語科学研究科　言語学専攻、
4 東京慈恵会医科大学　脳神経外科学講座、
5 東京慈恵会医科大学　リハビリテーション医学講座

1E1-3 軽度認知障害・軽度アルツハイマー型認知症における記憶モニタリング…………… 166
林　敦子 1（はやし　あつこ）、古和　久朋 1、立花　久嗣 2、阪井　一雄 3、
山本　泰司 4、青山　慎介 2、曽良　一郎 2

1 神戸大学大学院保健学研究科、2 神戸大学大学院医学研究科、
3 神戸学院大学総合リハビリテーション学部、4 神戸大学保健管理センター

1E1-4 演題取り下げ………………………………………………………………………………… 166

1E1-5 突然発症の視覚性記憶障害が遷延したてんかん性健忘の一例………………………… 167
廣瀬　正和（ひろせ　まさかず）、小畑　馨、末長　敏彦
天理よろづ相談所病院

10：00～10：50 口演：記憶障害②
� 座長：梅田　　聡（慶應義塾大学　文学部　人文社会学科心理学専攻）

1E2-1 社会的出来事記憶の回復を示した前交通動脈瘤破裂の1例… ………………………… 167
山本　小緒里 1（やまもと　さおり）、江口　洋子 2、斎藤　文恵 2、米津　彩子 3、
西川　順治 4、穴水　幸子 5

1 千葉県千葉リハビリテーションセンター　言語聴覚科、
2 慶應義塾大学医学部　精神・神経科学教室、
3 千葉県千葉リハビリテーションセンター　神経内科、
4 埼玉石心会病院　リハビリテーション科、
5 国際医療福祉大学　赤坂心理・医療福祉マネジメント学部　心理学科



―　　―36

1E2-2 両側の脳梁膨大後域損傷により前向性健忘及び道順障害を呈した
神経節膠腫の一症例………………………………………………………………………… 168
勝浦　駿平 1,2（かつうら　しゅんぺい）、太田　久晶 3

1 札幌医科大学附属病院　リハビリテーション部、
2 札幌医科大学大学院　保健医療学研究科、3 札幌医科大学保健医療学部　作業療法学科

1E2-3 左脳弓損傷により言語性記憶障害を呈した
前交通動脈瘤破裂くも膜下出血術後の1例… …………………………………………… 168
菊池　大一 1,3（きくち　ひろかず）、目黒　祐子 2,3、藤盛　寿一 1,3、中島　一郎 1

1 東北医科薬科大学　老年神経内科学、
2 東北医科薬科大学病院　リハビリテーション部　言語心理部門、
3 東北医科薬科大学病院　高次脳機能障害支援センター

1E2-4 生活史健忘からの回復過程で偽記憶を呈した一例……………………………………… 169
三村　悠 1,2（みむら　ゆう）、田原　紫乃 1、桑原　優仁 1、平野　仁一 1、
山縣　文 1、田渕　肇 1、是木　明宏 1、船山　道隆 2、三村　將 1

1 慶應義塾大学医学部精神神経科学教室、2 足利赤十字病院神経精神科

1E2-5 前向性健忘を呈したAVMによる右頭頂後頭葉出血と脳梁膨大部周辺の変性を
認めた症例…………………………………………………………………………………… 169
堀池　正太 1（ほりいけ　しょうた）、辻内　高士 2、深川　和利 1

1 社会医療法人宏潤会　大同病院　リハビリテーション科、
2 社会医療法人宏潤会　大同病院　脳神経外科

11：00～11：50 口演：神経心理学検査� 座長：吉畑　博代（上智大学　言語聴覚研究コース）

1E3-1 脳卒中ドライバーのスクリーニング評価日本語版の再検査時における
運転合格・不合格群の初回検査時の要因………………………………………………… 170
神田　広美 1（こうだ　ひろみ）、本田　優 2、前田　肇 2

1 社会医療法人　同仁会　周南記念病院　リハビリテーション科、
2 社会医療法人　同仁会　周南記念病院　脳神経外科

1E3-2 健常高齢者の海馬の萎縮度を反映する神経心理学的検査は存在するか……………… 170
須江　慶太 1（すえ　けいた）、平林　一 1、齋藤　達弥 1、小松　泰喜 2

1JA 長野厚生連鹿教湯三才山リハビリテーションセンター鹿教湯病院、
2 日本大学スポーツ科学部

1E3-3 急性期脳卒中患者における注意機能の行動評価と机上検査，ADLの関連…………… 171
宮内　貴之 1,3（みやうち　たかゆき）、佐々木　祥太郎 1、佐々木　洋子 1、
最上谷　拓磨 1、榊原　陽太郎 1,2、白濱　勲二 3

1 聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院　リハビリテーション部、
2 聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院脳神経外科、
3 神奈川県立保健福祉大学大学院保健福祉学研究科
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1E3-4 もやもや病のバイパス術前後で高次脳機能評価の変化と
その有用性に関する検討…………………………………………………………………… 171
竹内　奈緒子 1（たけうち　なおこ）、新貝　尚子 1、穐村　美津子 1、荒木　聡子 1、
福田　明 1、重枝　諒太 2、井上　智弘 2

1NTT東日本関東病院 リハビリテーション科、2NTT東日本関東病院　脳神経外科

1E3-5 聾者における手話での呼称検査の問題点………………………………………………… 172
伊藤　さゆり 1（いとう　さゆり）、小野塚　智子 2、臼井　千恵 2、鈴木　匡子 3

1 新潟医療福祉大学リハビリテーション学部言語聴覚学科、
2 特定非営利活動法人にいまーる、3 東北大学大学院医学系研究科高次脳機能障害学

16：00～16：50 口演：小児・発達障害� 座長：宇野　　彰（筑波大学）

1E4-1 急性期治療段階からの高次脳機能障害専門外来による介入がスムースな
復学に資した小児脳炎の一例……………………………………………………………… 172
藤山　美由紀 1（ふじやま　みゆき）、深川　和利 2、小早川　雄介 3

1 社会医療法人宏潤会　大同病院　退院支援課、
2 社会医療法人宏潤会　大同病院　リハビリテーション科、
3 社会医療法人宏潤会　大同病院　小児科

1E4-2 大学生のADHD傾向と利き手の関係についての検討…………………………………… 173
山下　光（やました　ひかり）
愛媛大学教育学部

1E4-3 視覚性認知機能を測る立方体透視図模写 (NCC) の有用性に関する研究
―学習障害児の描画特徴から―…………………………………………………………… 173
佐野　剛雅 1,2,3（さの　たかまさ）、金子　真人 2,3、香月　靜 4、官澤　紗 4、
立野　麻美 1、高橋　宣成 1

1 多摩北部医療センター　リハビリテーション科、2 国士舘大学大学院人文科学研究科、
3NPO法人 LD・Dyslexia センター、4 江戸川メディケア病院リハビリテーション科

1E4-4 学齢期交通外傷患者の復学支援に向けたリハビリテーションの取り組み…………… 174
辻　香苗 1（つじ　かなえ）、平川　圭子 1、佐敷　俊成 1、渡辺　幸子 1、川上　寿一 2

1 滋賀県立総合病院　リハビリテーション科、2 滋賀県立リハビリテーションセンター

1E4-5 言語能力保持型レット症候群患者の全エクソンシークエンス・トリオ解析
―言語関連遺伝子群の探索―……………………………………………………………… 174
織本　健司 1（おりもと　けんじ）、松石　豊次郎 2、弓月　康太郎 3、堀家　慎一 4、
目黒　牧子 4

1 ふれあい東戸塚ホスピタル　総合診療内科、
2 聖マリア病院　小児総合研究センター・レット症候群研究センター、
3 久留米大学病院　小児科、4 金沢大学学際科学実験センター　ゲノム機能解析分野
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ポスター会場（11月28日（木）　1日目）

10：00～10：40 ポスター：運転①
� 座長：前田　眞治（国際医療福祉大学・大学院　リハビリテーション学領域）

1P1-1 当センターにおける実車評価不可例の特徴と経過……………………………………… 177
小倉　由紀 1（おぐら　ゆき）、石田　理江子 2、安森　太一 2、尾花　智子 2、
赤荻　英理 3、吉永　勝訓 3

1 千葉県千葉リハビリテーションセンター　高次脳機能障害支援センター、
2 千葉県千葉リハビリテーションセンター　リハビリテーション療法部、
3 千葉県千葉リハビリテーションセンター　診療部

1P1-2 当院における高次脳機能検査と自動車運転再開可否に関する調査……………………… 177
鈴木　智美（すずき　ともみ）
すずかけヘルスケアホスピタル

1P1-3 自動車運転再開支援における神経心理学的検査の結果と
ドライビングシミュレーター操作能力の関連性………………………………………… 178
大熊　諒 1（おおくま　りょう）、齋藤　慶士郎 1、佐瀬　洋輔 1、山本　一真 1、
高橋　仁 1、渡邉　修 2

1 東京慈恵会医科大学附属第三病院　リハビリテーション科、
2 東京慈恵会医科大学リハビリテーション医学講座

1P1-4 高次脳機能障害者の運転再開評価～後方視調査における質的研究～………………… 178
長谷川　純子 1（はせがわ　じゅんこ）、石田　理恵子 1、尾花　智子 1、安森　太一 1、
小倉　由紀 2、赤荻　英理 3、吉永　勝訓 3

1 千葉県千葉リハビリテーションセンター　リハビリテーション療法部、
2 千葉県千葉リハビリテーションセンター　高次脳機能障害支援センター、
3 千葉県千葉リハビリテーションセンター　診療部

1P1-5 院内クリニカルパスを用いた自動車運転再開支援システムと
今後の課題について………………………………………………………………………… 179
中川　大介 1（なかがわ　だいすけ）、榊　望 1、原田　勝行 1、渡邉　裕志 2

1 仙台リハビリテーション病院　リハビリテーション部、2 仙台リハビリテーション病院

10：40～11：28 ポスター：半側空間無視・視空間失認・右半球症状
　　　　　　　　　　　　座長：渕　　雅子（学校法人東筑紫学園　九州栄養福祉大学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リハビリテーション学部　作業療法学科）

1P2-1 右半球損傷者の語用論的障害に対する比喩・皮肉文理解課題の有用性………………… 179
植谷　利英 1（うえたに　りえ）、種村　純 1、伊澤　幸洋 2,3、太田　信子 1、
時田　春樹 1、戸田　淳氏 1、宮崎　彰子 4、花山　耕三 4,5

1 川崎医療福祉大学リハビリテーション学部言語聴覚療法学科、
2 福山市立大学教育学部児童教育学科、
3 岡山リハビリテーション病院リハビリテーション部言語聴覚室、
4 川崎医科大学附属病院リハビリテーションセンター、
5 川崎医科大学リハビリテーション医学教室
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1P2-2 半側空間無視における反応時間の空間分布特性
－注意障害と無視症状の責任病巣の検討－……………………………………………… 180
藤井　慎太郎 1,2（ふじい　しんたろう）、高村　優作 1,3、大松　聡子 3、生野　公貴 2、
田中　幸平 4、万治　淳史 5、阿部　浩明 6、森岡　周 7、河島　則天 3

1 畿央大学大学院　健康科学研究科　神経リハビリテーション学研究室、
2 医療法人友紘会　西大和リハビリテーション病院、
3 国立障害者リハビリテーションセンター研究所　運動機能系障害研究部、
4 医療法人社団清明会　静岡リハビリテーション病院、
5IMS グループ医療法人三愛会　埼玉みさと総合リハビリテーション病院、
6 一般財団法人広南会　広南病院、7 畿央大学ニューロリハビリテーション研究センター

1P2-3 Pusher 現象、半側空間無視をそれぞれ伴った脳卒中患者の
経時的変化の比較…………………………………………………………………………… 180
須藤　雄斗 1（すどう　ゆうと）、佐藤　祐 1、加藤　優一 1、網本　和 2

1 社会医療法人社団　森山医会　森山脳神経センター病院、2 首都大学東京

1P2-4 軽度バリント症候群を呈した症例における電子機器の数字入力操作：
入力条件による注視の変化………………………………………………………………… 181
砂川　耕作 1,2,3（すながわ　こうさく）、中川　良尚 4、船山　道隆 5、種村　留美 3

1 関西福祉科学大学保健医療学部、2 上ヶ原病院リハビリテーション科、
3 神戸大学生命・医学系保健学域、4 江戸川病院リハビリテーション科、
5 足利赤十字病院精神神経科

1P2-5 右半球損傷に伴い高次脳機能障害を呈した一例－視空間失認を中心に－…………… 181
輪島　志保（わじま　しほ）、佐々木　和也、門口　友之、森　信芳
岩手県立胆沢病院　リハビリテーション技術科

1P2-6 半側空間無視に対する主観的な病識とADLでの症状が乖離した症例………………… 182
南川　勇二（みなみかわ　ゆうじ）、中田　佳佑、藤井　慎太郎、小嶌　麻木、
吉川　奈々、生野　公貴
西大和リハビリテーション病院　リハビリテーション部

10：00～10：32 ポスター：就労支援①
� 座長：下村　辰雄（秋田県立リハビリテーション・精神医療センター）

1P3-1 復職へ向けてリハビリを継続した高次脳機能障害の1例
～経過報告と病識改善に向けたアプローチ～…………………………………………… 182
黒潟　理沙 1（くろかた　りさ）、泉谷　聡子 1、濱中　眞由 1、並木　千裕 1、
酒井　宏美 2、岡村　大介 1、北村　信人 1

1 聖路加国際病院　リハビリテーション科、2 聖路加国際病院　看護部

1P3-2 半側空間無視症例がパン職人としての職場復帰に至るまでの支援事例……………… 183
大松　聡子 1（おおまつ　さとこ）、林　八重 2、加藤　早紀子 3、和田　愛祐美 2、
石森　伸吾 2、河島　則天 1

1 国立障害者リハビリテーションセンター研究所運動機能系障害研究部、
2 国立障害者リハビリテーションセンター自立支援局生活訓練課、
3 イムス板橋リハビリテーション病院
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1P3-3 高次脳機能障害者の復職支援の在り方を考える
～職業センターとの連携を行なった一事例を通して～………………………………… 183
田中　葉子 1（たなか　ようこ）、小倉　由紀 1、吉永　勝訓 2

1 千葉リハビリテーションセンター　高次脳機能障害支援センター、
2 千葉リハビリテーションセンター　診療部

1P3-4 初期重度半側空間無視症状を呈した症例の３年間の経年変化と
復職に至るプロセスの報告………………………………………………………………… 184
大松　聡子 1（おおまつ　さとこ）、高村　優作 1、今西　麻帆 2、河島　則天 1

1 国立障害者リハビリテーションセンター研究所運動機能系障害研究部、
2 村田病院リハビリテーション部

10：32～10：56 ポスター：運転②� 座長：丸山　哲弘（まるやまファミリークリニック）

1P4-1 実車評価において重度な障害を呈した事例に対する
実車リハビリテーションの試み…………………………………………………………… 184
沼田　歩 1（ぬまた　あゆみ）、豊倉　穣 2、藤田　隆史 3、鈴木　美幸 1、
佐藤　篤史 4、山本　優 1

1 一財）太田綜合病院附属太田熱海病院　作業療法科、
2 東海大学大磯病院　リハビリテーション科、
3 一財）太田綜合病院附属太田熱海病院　リハビリテーション科、
4 株式会社　富久山自動車教習所附属交通安全研究所

1P4-2 脳卒中患者の運転再開の可否と退院6ヵ月後の追跡調査… …………………………… 185
高木　優至 1（たかぎ　ゆうし）、野村　緑 1、中根　梨沙 1、加藤　大 1、
大矢　敏久 1、大沢　愛子 3、井上　紀樹 2

1 愛生館　小林記念病院　リハビリテーション部　リハビリテーション科、
2 愛生館　小林記念病院　診療部、
3 国立研究開発法人　国立長寿医療研究センター　機能回復診療部・リハビリテーショ
ン科　健康長寿支援ロボットセンター　認知行動科学研究室

1P4-3 半側空間無視症例の自動車運転再開支援
―経頭蓋直流電気刺激との併用介入によるニューロモジュレーション―…………… 185
田中　幸平 1（たなか　こうへい）、大塚　幸二 1、高村　優作 2、大松　聡子 2、
河島　則天 2

1 医療法人社団清明会　静岡リハビリテーション病院、
2 国立障害者リハビリテーションセンター研究所運動機能系障害研究部

10：56～11：28 ポスター：画像・覚醒下
� 座長：内田　信也（国際医療福祉大学　成田保健医療学部　言語聴覚学科）

1P5-1 優位側頭頂葉皮質のてんかん焦点切除における高次脳機能の温存について…………… 186
下瀬　愛絵 1（しもせ　まなえ）、前澤　聡 2、松井　泰行 1、澤木　優治 1、
岡田　貴士 3、若林　俊彦 2

1 名古屋大学医学部附属病院　リハビリテーション部、
2 名古屋大学大学院医学系研究科　脳神経外科、
3 名古屋大学医学部附属病院　リハビリテーション科
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1P5-2 左大脳病変を認めるてんかん患者における言語機能の側方性に関する検討…………… 186
温井　めぐみ 1,3（ぬくい　めぐみ）、小川　智江 1、沖　啓祐 1、日浦　麻緒 1、
草間　由実子 1、永安　香 1、内山　良則 2、井上　岳司 3、九鬼　一郎 3、
岡崎　伸 3、宇田　武弘 4、川脇　壽 3

1 大阪市立総合医療センター　小児医療センター　小児言語科、
2 大阪市立総合医療センター　リハビリテーション科、
3 大阪市立総合医療センター　小児医療センター　小児神経内科、
4 大阪市立総合医療センター　小児医療センター　小児脳神経外科

1P5-3 経頭蓋直流電気刺激により意識障害の改善を認めた一症例…………………………… 187
中川　円香 1（なかがわ　まどか）、田邉　信彦 1、藤田　侑子 1、持田　純至 1、
佐藤　岳史 2、美馬　達哉 3

1 市立長浜病院　リハビリテーション技術科、2 市立長浜病院　脳神経外科、
3 立命館大学　先端総合学術研究科

1P5-4 覚醒下手術を受けた脳腫瘍患者における認知機能および抑うつ状態の変化…………… 187
越智　隆太 1（おち　りゅうた）、重宗　弥生 2、斎藤　聖子 3、弘光　健太郎 4,5、
浜本　加奈子 1、篠浦　伸禎 6、山田　良治 6、緑川　晶 7

1 中央大学大学院文学研究科、2 中央大学研究開発機構、3 杏林大学医学部、
4 東京大学大学院人文社会系研究科、5 中央大学人文科学研究所、
6 がん・感染症センター都立駒込病院脳神経外科、7 中央大学文学部

10：00～10：32 ポスター：外傷性脳損傷
� 座長：平岡　　崇（川崎医科大学　リハビリテーション医学教室）

1P6-1 preclinical stage で TBI を合併していた認知症2例… …………………………… 188
山里　道彦 1（やまさと　みちひこ）、吉井　與志彦 1、玉岡　晃 2

1 筑波記念病院、2 筑波大学神経内科

1P6-2 右前頭葉脳挫傷後に作話が出現した1例… ……………………………………………… 188
加藤　英生 1（かとう　ひでお）、穴水　幸子 1,2、尾久　守侑 1,3、船山　道隆 4、
三村　將 1

1 慶應義塾大学医学部　精神神経科学教室、2 国際医療福祉大学　心理学科、
3 下総精神医療センター　精神科、4 足利赤十字病院　精神神経科

1P6-3 脳震盪後の男子高校生への認知リハビリテーションの試み…………………………… 189
佐々木　隆嘉 1（ささき　たかよし）、中山　晴雄 2、岩渕　聡 2、沼田　悠梨子 3、
中島　恵子 4

1 医療法人社団　城東桐和会　タムス浦安病院、2 東邦大学医療センター　大橋病院、
3 筑波大学附属病院　認知症疾患医療センター、4 京都文教大学　臨床心理学部

1P6-4 機能不全家族の中で母親と潜在的共依存関係となりリストカットを繰り返した
外傷性脳損傷の1例… ……………………………………………………………………… 189
山下　貴史（やました　たかふみ）、西　真樹子、松岡　茂樹、橋本　学
国立病院機構　肥前精神医療センター



―　　―42

10：32～11：20 ポスター：前頭葉症状� 座長：玉井　　顯（敦賀温泉病院）

1P7-1 振動刺激と促通反復療法の併用が把握現象の抑制に有効だった一例………………… 190
外崎　達也（とのざき　たつや）、安彦　かがり、行徳　拓馬、宝田　光
札幌麻生脳神経外科病院　リハビリテーション科

1P7-2 四肢の運動開始と発話速度の制御に障害を認めた補足運動野病変の３例…………… 190
松田　佳奈 1,2（まつだ　かな）、佐藤　正之 3、上田　有紀人 2、田部井　賢一 1,3,4、
橘　径 1、丹羽　篤 1、田村　麻子 1、松浦　慶太 1、冨本　秀和 1

1 三重大学大学院　医学系研究科　神経病態内科学、
2 三重大学医学部附属病院　リハビリテーション部、
3 三重大学大学院　医学系研究科　認知症医療学、
4 公立大学法人　首都大学東京産業技術大学院大学　産業技術研究科

1P7-3 強制開口反応を認めた皮質基底核症候群の4例… ……………………………………… 191
喜多　也寸志（きた　やすし）
県立姫路循環器病センター　神経内科

1P7-4 調理動作で特徴的な行動障害を認めた症例……………………………………………… 191
飯塚　航平 1（いいつか　こうへい）、平田　樹伸 1、國友　淳子 1、山本　満 2

1 埼玉医科大学総合医療センター　リハビリテーション部、
2 埼玉医科大学総合医療センター　リハビリテーション科

1P7-5 頭部外傷後に、過書をきたした１例……………………………………………………… 192
中村　貴洋 1（なかむら　たかひろ）、小山　陽子 1、服部　亮子 1、中浜　小織 1、
澤木　みずき 1、關　展 1、河合　美渉 1、野田　悦生 2、南　信行 2、田中　裕 3、
加藤　保司 4

1 榊原温泉病院　言語室、2 榊原温泉病院　内科、3 たなかクリニック、
4 かとうクリニック

1P7-6 正常圧水頭症でみられる遂行機能障害…………………………………………………… 192
金井　光康 1（かない　みつやす）、渡邊　菜保子 2、笹口　修男 3

1 美原記念病院　脳神経内科、2 高崎総合医療センター　臨床心理、
3 高崎総合医療センター　脳神経外科

10：00～10：48 ポスター：精神症状
� 座長：武田　景敏（大阪市立大学大学院　医学研究科　神経内科学）

1P8-1 低用量のステロイド治療が奏功し高次脳機能障害の改善が得られた
橋本脳症の一例……………………………………………………………………………… 193
石原　健司 1（いしはら　けんじ）、内藤　百里乃 2、福井　康仁 3、旭　俊臣 1

1 旭神経内科リハビリテーション病院　神経内科、
2 旭神経内科リハビリテーション病院　リハビリテーション科、
3 旭神経内科リハビリテーション病院　臨床心理室
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1P8-2 イオマゼニルシンチで左海馬の集積低下を認めた全生活史健忘の1例… …………… 193
瀬原　吉英 1（せはら　よしひで）、峯積　拓巳 1、舟山　希 2、安藤　喜仁 1、
澤田　幹雄 1

1 芳賀赤十字病院　神経内科、2 芳賀赤十字病院　地域医療連携課

1P8-3 認知症のある患者における食行動異常（異食行為）と意欲の関連について…………… 194
朝倉　悦子（あさくら　えつこ）、宮島　わかな、来代　直美、箕輪　俊也、
上内　哲男
JCHO東京蒲田医療センター　リハビリテーション科

1P8-4 重度の貧血により両側淡蒼球損傷をきたした摂食障害の１例………………………… 194
黒瀬　心 1（くろせ　しん）、中島　明日佳 2、清水　裕介 1、高田　武人 1、
船山　道隆 1

1 足利赤十字病院　神経精神科、2 足利赤十字病院　リハビリテーション科

1P8-5 神経サルコイドーシスによる認知機能障害……………………………………………… 195
仁平　敦子 1（にひら　あつこ）、鮫島　康平 2、酒井　奈美香 3、金野　真子 3、
稲垣　就平 3、豊永　葵 3、上山　智美 3、秦　真織 3

1 中村記念病院　神経内科、2 中村記念病院　心理科、3 中村記念病院　言語療法科

1P8-6 アルツハイマー型認知症の進行における薬剤変更の影響に関する検討……………… 195
阿志賀　大和 1（あしが　ひろかず）、平田　和晃 2、蓮子　浩行 2、今野　公和 2

1 国際医療福祉大学成田保健医療学部言語聴覚学科、2 こんの脳神経クリニック

10：48～11：20 ポスター：就労支援②
� 座長：大沢　愛子（国立長寿医療センター　機能回復診療部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リハビリテーション科）

1P9-1 回復期リハビリテーション病棟から自宅退院した頭部外傷者の
就労状況に関する予備的調査……………………………………………………………… 196
三上　泉（みかみ　いずみ）、塩屋　博史、岡部　伸太郎、辻野　精一
大阪急性期・総合医療センター　リハビリテーション科

1P9-2 職業リハ従事者を対象とするコミュニケーションパートナートレーニング…………… 196
土屋　知子 1（つちや　ともこ）、松尾　加代 1,2

1 障害者職業総合センター、2 慶應義塾大学先導研究センター

1P9-3 職業場面に焦点をあてたコミュニケーションパートナートレーニング：
大学生を対象とするnon-RCT… ………………………………………………………… 197
土屋　知子 1（つちや　ともこ）、松尾　加代 1,2、日野　真由美 1、赤嶺　亜紀 3、
春名　由一郎 1
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